
 

 

 

 

 

 

札幌市では「小中一貫した教育」のパートナー校で、令和６年度から令和１０年度までの間に「札幌らし

いコミュニティ・スクール」を導入することになっています。ここで、「コミュニティ・スクール」につい

て少し説明します。「コミュニティ・スクール」とは、学校運営協議会を設置した学校のことを言い、学校

が家庭や地域と一体となって子どもの育ちを継続して支えていくために導入するものです。 

学校運営協議会

は、学校と保護者代

表・地域住民から委

員を選出することに

なっています。栄中

学校区では、各学校

から、地域の方１名、

保護者（ＰＴＡ役員）

１名を選出し、校長

を含め１２名で学校

運営協議会を立ち上

げようと考えています。 

次に「札幌らしいコミュニティ・スクール」の「札幌らしい」についてお伝えします。令和６年度の「札

幌市学校教育」では、「札幌らしいコミュニティ・スクール」の「札幌さしさ」の説明として、 

①「小中一貫した教育」と連動した仕組みとする。 

 ②「さっぽろっ子自治的な活動」と学校運営協議会をつなげることで、「子どもの声」を学校運

営に反映させる。 

と記されています。 

 つまり、私たち栄中学校区で昨年度まで取り組んできた「小中一貫した教育」が生かされた形でコミュニ

ティ・スクールを運営することが一つ目の「札幌らしさ」と言えます。学校運営協議会を中学校区で設置す

ることも同様の意味があるのだと思います。もう一つは、「子どもの声」を聴き学校運営協議会の運営に生

かしていくということです。子どもたちが「したいこと」や「必要と感じていること」を実現するために、

大人たちが応援団として支えていくというイメージです。 

 次ページには、札幌市におけるコミュニティ・スクールのリーフレットを掲載しましたので御覧ください。 

※次回は、栄中学校区のこれまでの取組を紹介します。 

栄 中学校 

栄北小学校 

栄東小学校 

栄緑小学校 
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